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100 年間の日本－東アジア経済関係とは 

どのようなものだったのか？

グローバル化の進展とともに、地域市場統合の動きが
目立つ 21 世紀の世界経済。 
東アジア経済圏においては、それを主導する国家は日
本から中国へと転換しつつある。そのような現況を背
景に、本書では､ 1910 年代から 2010 年代に至る日本
の東アジアへの投資活動を各資料から考察する。


